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1.  平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年3月21日～平成22年6月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 936 △15.6 △23 ― △39 ― △57 ―

22年3月期第1四半期 1,108 ― 41 ― 21 ― 11 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 △3.63 ―

22年3月期第1四半期 0.72 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 8,725 4,670 53.5 293.53
22年3月期 8,777 4,723 53.8 296.84

（参考） 自己資本   23年3月期第1四半期  4,670百万円 22年3月期  4,723百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年3月21日～平成23年3月20日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

1,400 △53.8 △180 ― △225 ― △235 ― △14.76

通期 2,800 △42.1 △360 ― △450 ― △470 ― △29.53
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等につい
ては、４ページ「定性的情報・財務諸表等３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期第1四半期 16,000,000株 22年3月期  16,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期第1四半期  87,387株 22年3月期  87,919株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 23年3月期第1四半期 15,912,184株 22年3月期第1四半期 15,919,697株
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国や米国などの経済改善が続くなか、緩やかな回復が継続す

る一方、一部欧州での財政悪化、金融システム不安などから世界経済の先行きは不透明な状況が続いております。工

作機械業界におきましても中国や米国向けの輸出や生産が増加基調でありましたが、国内では設備、雇用の過剰感が

残り国内民間需要の回復テンポは遅く、特に大型工作機械部門の受注・販売におきましては、未だに回復の目処が立

たず、厳しい状況が続いております。  

 このような状況のなか、当社グループにおきましても、当社の主力である横中ぐりフライス盤は国内外とも新規受

注が低調であり受注残高も低水準のまま推移しております。 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は、主力の横中ぐりフライス盤が既受注分の出荷に注力し、米国の子会社が健

闘いたしましたが、中国を中心としたアジア向け販売の不振に加え、情報機器事業の低迷が続いていることなどによ

り、９億３千６百万円(前年同四半期比１５．６％減）と前年同四半期に比べ、１億７千２百万円の減収となりまし

た。 

 利益面では、コスト削減に努めましたが、生産の落ち込みによるコストアップなどにより大幅に減少し、営業損失

は２千３百万円（前年同四半期は営業利益４千１百万円）、経常損失は３千９百万円（前年同四半期は経常利益２千

１百万円）、四半期純損失は５千７百万円（前年同四半期は四半期純利益１千１百万円）と損失を計上する結果とな

りました。  

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。  

[一般機械事業] 

 主力の横中ぐりフライス盤は、米国での受注・販売が若干回復する一方、国内、アジア向けが不振、産業機械も低

迷いたしました。 

 この結果、売上高は８億８千７百万円(前年同四半期比１６．４％減）、営業利益は２千５百万円(同８１．０％

減）となりました。  

[情報機器事業]  

 ＣＡＤ／ＣＡＭは、主要販売先の自動車関連金型メーカーの不振により低調でした。  

 この結果、売上高は４千８百万円(前年同四半期比２．３％増）、営業損失は３百万円（前年同四半期は営業損失

１千２百万円）となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

[日本] 

 全般的に受注・販売の低迷が継続しましたが、主力の横中ぐりフライス盤の既受注分の出荷に注力しました。  

 この結果、売上高は９億４千５百万円(前年同四半期比２４．０％減）、営業利益は２千１百万円と(同８４．０％

減）なりました。 

[米国]  

 米国子会社の横中ぐりフライス盤の受注・販売は健闘しましたが、価格低下など利益面では厳しい状況が続きまし

た。 

 この結果、売上高は１億５千７百万円(前年同四半期は売上高１千４百万円）、営業損失は８百万円（前年同四半

期は営業損失１千３百万円）となりました。  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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（１）資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金が１億１千９百万円増加しましたが、仕

掛品が９千５百万円減少、固定資産が７千６百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ、５千２

百万円減の８７億２千５百万円となりました。  

 負債につきましては、前連結会計年度末と変わらず４０億５千４百万円となりました。  

 なお、損失計上により利益剰余金が減少し、純資産は、４６億７千万円と前年連結会計年度末に比べ、５千２

百万円減少し、自己資本比率は０．３ポイントマイナスの、５３．５％となりました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、１千７百万円増加し、

当第１四半期連結会計期間末では１２億８千３百万円（前年同四半期末は１３億１千８百万円）となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、７千万円（前年同四半期は２億６千２百

万円の増加）となりました。これは、売上債権の増加による資金減１億１千５百万円などがあったものの、た

な卸資産の減少による資金増１億円などがあったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、０百万円（前年同四半期は５百万円の減

少）となりました。これは、有形固定資産の取得によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、５千３百万円（前年同四半期は１億１千

５百万円の減少）となりました。これは、長期借入金の返済などによるものです。 

   

 現時点における第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成22年４月28日に公表しました業

績予想に変更はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。  

固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

    ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

     税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合

には、法定実効税率を使用する方法によっております。  

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（会計処理基準に関する事項の変更） 

 該当事項はありません。  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,283,587 1,266,050

受取手形及び売掛金 1,025,302 906,248

仕掛品 1,554,813 1,650,506

貯蔵品 966 311

その他 322,087 339,015

貸倒引当金 △4,474 △4,336

流動資産合計 4,182,282 4,157,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,239,475 1,264,222

機械装置及び運搬具（純額） 518,039 556,795

土地 2,471,014 2,471,014

その他（純額） 23,330 25,886

有形固定資産合計 4,251,859 4,317,918

無形固定資産 8,642 9,840

投資その他の資産 282,297 291,800

固定資産合計 4,542,799 4,619,560

資産合計 8,725,082 8,777,356

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 387,250 364,399

短期借入金 1,155,012 1,172,636

賞与引当金 10,416 41,422

製品保証引当金 24,777 25,633

その他 325,456 268,902

流動負債合計 1,902,912 1,872,993

固定負債   

長期借入金 1,152,084 1,187,780

再評価に係る繰延税金負債 597,897 597,897

退職給付引当金 401,323 395,350

固定負債合計 2,151,304 2,181,027

負債合計 4,054,217 4,054,020
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 954,000 954,000

利益剰余金 2,931,634 2,989,340

自己株式 △17,156 △17,212

株主資本合計 3,868,478 3,926,128

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,435 2,203

土地再評価差額金 874,755 874,755

為替換算調整勘定 △74,804 △79,750

評価・換算差額等合計 802,386 797,208

純資産合計 4,670,864 4,723,336

負債純資産合計 8,725,082 8,777,356
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年６月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 
 至 平成22年６月20日) 

売上高 1,108,890 936,129

売上原価 800,805 757,776

売上総利益 308,085 178,353

販売費及び一般管理費 266,784 201,518

営業利益又は営業損失（△） 41,300 △23,164

営業外収益   

受取利息及び配当金 0 －

その他 1,546 3,171

営業外収益合計 1,547 3,171

営業外費用   

支払利息 11,025 9,359

退職給付会計基準変更時差異の処理額 7,732 7,732

その他 3,076 2,709

営業外費用合計 21,834 19,801

経常利益又は経常損失（△） 21,013 △39,794

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,152 31

特別利益合計 2,152 31

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

23,166 △39,763

法人税等 11,781 17,943

四半期純利益又は四半期純損失（△） 11,384 △57,706
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年６月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 
 至 平成22年６月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

23,166 △39,763

減価償却費 82,794 66,323

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,049 5,973

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,152 138

受取利息及び受取配当金 0 －

支払利息 11,025 9,359

為替差損益（△は益） △529 241

有形固定資産廃棄損 160 1,718

売上債権の増減額（△は増加） 1,071,487 △115,474

たな卸資産の増減額（△は増加） △291,716 100,048

仕入債務の増減額（△は減少） △232,817 17,220

その他 △89,691 36,989

小計 574,775 82,776

利息及び配当金の受取額 0 －

利息の支払額 △8,770 △8,018

法人税等の支払額 △303,688 △4,355

営業活動によるキャッシュ・フロー 262,316 70,401

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,312 △411

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,312 △411

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △47,360 △53,320

自己株式の取得による支出 △265 △31

配当金の支払額 △67,564 △90

その他 － 88

財務活動によるキャッシュ・フロー △115,190 △53,353

現金及び現金同等物に係る換算差額 △994 899

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 140,819 17,536

現金及び現金同等物の期首残高 1,177,997 1,266,050

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,318,817 1,283,587
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年６月20日） 

(注）１．事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

   ２．各事業区分に属する主要製品 

   (1)一般機械事業・・・・横中ぐりフライス盤、複合フライス盤、内径精密加工専用機、ノッチングマシン

   (2)情報機器事業・・・・金型・一般機械用ＣＡＤ／ＣＡＭ、ＮＣ切削シミュレーション 

     ３. 有形固定資産の耐用年数の変更 

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として耐用年数を見直した結果、有形固定資産

の一部について、当第１四半期連結会計期間より、耐用年数の変更を行っております。 

 これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は一般機械事業で、1,483千円減少

しております。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年６月20日） 

(注）１．事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

   ２．各事業区分に属する主要製品 

   (1)一般機械事業・・・・横中ぐりフライス盤、複合フライス盤、内径精密加工専用機、ノッチングマシン

   (2)情報機器事業・・・・金型・一般機械用ＣＡＤ／ＣＡＭ、ＮＣ切削シミュレーション 

       

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年６月20日）   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

項 目  
一般機械事業 

（千円） 

情報機器事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高   

(1)外部顧客に対する売上高  1,061,292  47,597  1,108,890 －  1,108,890

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
－ － － (－) － 

計  1,061,292  47,597  1,108,890 (－)  1,108,890

 営業利益又は営業損失(△)  133,245  △12,127  121,118  (79,817)  41,300

項 目  
一般機械事業 

（千円） 

情報機器事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高   

(1)外部顧客に対する売上高  887,441  48,688  936,129 －  936,129

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
－ － － (－) － 

計  887,441  48,688  936,129 (－)  936,129

 営業利益又は営業損失(△)  25,319  △3,209  22,110  (45,275)  △23,164

〔所在地別セグメント情報〕

項 目  
日本 

（千円） 

米国 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高            

(1)外部顧客に対する売上高    1,094,597       14,293     1,108,890      －    1,108,890

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
     150,601          137      150,739     (150,739)      － 

計    1,245,199       14,430    1,259,630     (150,739)    1,108,890

  営業利益又は営業損失(△)      134,584     △13,466      121,118      (79,817)       41,300
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(注）有形固定資産の耐用年数の変更 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として耐用年数を見直した結果、有形固定資産の一

部について、当第１四半期連結会計期間より、耐用年数の変更を行っております。 

  これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は日本で、1,483千円減少しておりま

す。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年６月20日）   

   

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年６月20日）  

     (注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

       ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

         (1) 北米  ・・・・・・・米国、カナダ 他 

         (2) 欧州  ・・・・・・・イギリス、ドイツ 他  

         (3) アジア  ・・・・・・・中国、韓国 他 

       ３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年６月20日）  

     (注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

       ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

         (1) 北米  ・・・・・・・米国 他 

         (2) 欧州  ・・・・・・・カザフスタン 他  

         (3) アジア  ・・・・・・・韓国 他 

       ３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

   

 該当事項はありません。 

   

項 目  
日本 

（千円） 

米国 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高            

(1)外部顧客に対する売上高       778,817      157,312        936,129      －       936,129

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
     167,126          －      167,126     (167,126)      － 

計      945,943      157,312    1,103,256     (167,126)     936,129

  営業利益又は営業損失(△)       25,569      △8,053       13,516      (36,681)     △23,164

〔海外売上高〕

  北米 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(千円）        14,290        3,239      482,573      500,102

Ⅱ 連結売上高(千円）          1,108,890

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(%) 
          1.3           0.3         43.5        45.1

  北米 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(千円）        157,312       2,138      66,582      226,032

Ⅱ 連結売上高(千円）           936,129

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(%) 
          16.8           0.2         7.1         24.1

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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受注及び販売状況  

１．受注状況 

当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

 （注）１．金額は消費税等抜きで記載しております。 

 ２．前年同四半期比は1,000％を超えている場合は表記しておりません。 

  

２．販売状況 

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

 （注）１．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。  

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

６．その他の情報

事業の種類別セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年３月21日 

  至 平成22年６月20日） 

受注高
前年同四半期比

（％） 
受注残高 

前年同四半期比
（％） 

一般機械事業（千円）  1,003,188  －  1,724,421  45.2

情報機器事業（千円）  44,613  95.5  7,826  70.8

合計（千円）  1,047,802  －  1,732,247  45.3

事業の種類別セグメントの名称 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年３月21日 

  至 平成22年６月20日） 

前年同四半期比（％）

一般機械事業（千円）  887,441  83.6

情報機器事業（千円）  48,688  102.3

合計（千円）  936,129  84.4

相手先 

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年３月21日 
至 平成22年６月20日） 

金額（千円） 割合（％）

米沢工機株式会社  155,182  16.6

Japan Machine Tools,Corp.  149,428  16.0

倉敷機械㈱(6211)平成23年3月期第１四半期決算短信

- 11 -


